
この計画書は診療の概要を記したものであり、状況に応じて変更することがあります。　※何かご不明な点があったら、担当医又は看護師にお尋ねください 。

・発熱がなく体調がよいと感じる
・咳や痰がなく呼吸が安定し息苦しさがない
・自分の病気の症状や抗がん剤治療の内容が理解できる
・治療中の日常生活の注意点がわかる ・退院後の生活について理解できる 
・飲み込む時につかえ感やむせがない
・入院生活の決まりがわかる

・腕から点滴チューブを入れます。 ・点滴チューブを抜去します。

・必要があれば追加の検査を行います。

副作用の予防となる薬の内服が始まります。

特に制限はありません。

つかえや誤嚥等の症状を確認し状態に応じた食事を主治医と栄養士が相談の上、提供します。
ご希望時、患者さん自身が栄養士と食事形態について相談できます。

特に制限はありません。
病棟でシャワー浴できます。点滴中であっても、保護をしてシャワーは可能です。シャワーができない場合は2日に1回蒸しタオルで体を拭く介助をさせていただきます。
化学療法中は肺炎の予防のため口腔内を清潔に保つことが必要です。歯磨き・うがいはしっかりしましょう。治療前より歯科医師・歯科衛生士による口腔ケアを実施します。 入浴できます。
治療が始まったら、感染予防のため手洗い・うがいを、毎食前、寝る前、院内より病室に戻った際には行いましょう。

下痢・便秘等の症状がでやすくなります。必要時下剤や下痢止めを処方し排便のコントロールを行います。
各部屋の横にトイレが設置されています。（個室は各部屋にあります）　　

・医師より入院説明（入院診療計画書） ・看護師により、口腔内の観察や口腔ケアの指導を行います
・入院時オリエンテーション ・味覚異常や食欲不振があれば、遠慮せずご相談ください
・抗がん剤治療について説明
・栄養管理チーム(NST)介入
・口腔ケアの受診
・薬剤師による持参薬チェック
・ネームバンド装着
・希望時病衣申し込み（CSセット）

・抗がん剤治療、中心静脈カテーテル挿入の同意書
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　化学療法(DFP(4週間))を受けられる方へ
【患者用クリニカルパス（入院スケジュール）】

治療準備期間

2月12日

・点滴チューブに注意して
日常生活が送ることがで
きる
・点滴チューブや点滴挿
入部に問題がない

・アレルギー症状の出現がない
（1日目のみ）

・アレルギー症状の出現がない
（1日目のみ）

1月2日～1月4日 1月5日～1月18日 1月19日～1月25日

治療1～2週目　1～14日間

・次回外来、入院の日程を決定します。
・必要があれば、上部消化内視鏡検査やCT検査を行います。
・退院後の生活や緊急時の対応について説明します。

・朝の採血にて、抗がん剤治療が
行えるか判断します。
（月曜日・木曜日）

・抗がん剤24時間持続投与
（月～金曜日）　土・日曜日はなし

・点滴挿入部の消毒（金曜日）

特に制限はありません。

特に制限はありません。

患者氏名 <<ORIBP_KANJI>> 様

退院前日 退院日

【退院基準】
発熱がない
食事ができる
副作用がコントロールできている

【退院後の治療計画】
処方薬の内服を継続してください

【指導】
うがい・手洗いなどの感染予防を継続してくださ
い
禁酒・禁煙を守ってください

【退院後の生活について】
咳・痰の増加・発熱・呼吸苦が出現したときは
外来受診、連絡してください

【連絡先】徳島大学病院：088-631-3111
代表番号になっていますので、退院後は下記
にお知らせください
外科外来：088-633-7136
夜間・休祭日：088－633－9211
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・朝の採血にて、抗がん剤治療が行えるか
　判断します。
（月曜日・木曜日）

・抗がん剤24時間持続投与
（月～金曜日）　土・日曜日はなし

・点滴挿入部の消毒（金曜日）

 
・採血結果に問題がない
（月・木曜日）
 
・副作用（倦怠感・吐き気・嘔吐・下痢・口内
炎等)を和らいで過ごすことができる。

2月13日1月26日～2月8日

治療3～4週目　１～14日間休薬期間７日間

2月9日～2月11日

治療後観察期間3日間
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